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	【前号のつづき】７月13日の人事院との交渉で、職員団体審議官からの回答に対し、公務員連絡会は次のとおり見解を表明しました。
 50歳台後半層の給与引下げ問題 

50歳台後半層の給与引下げは、定昇の仕組みと比べて大きな問題がある。職務給との関係について納得できる説明がない限り認められない。

こういう大きな見直しについて、資料も理由も示さないという提案の仕方、交渉の仕方にそもそも問題がある。 

　職場では、定員削減、新採抑制で超勤が増え、メンタルヘルス不調も増加してる。
	
	
	さらに給与構造改革で給与も下がっている。現場のモチベーションは下がるばかりだ。組合員には強い怒りがある。提案を撤回すべきだ。

今日の回答は具体性がなく極めて遺憾である。50歳台後半層の給与引下げは認められないので改めて撤回を求める。27日の局長交渉では、勧告の全体像が分かる具体的な回答を示してもらいたい。

この間の報告のとおり、人事院職員団体審議官が具体的で明確な見解を示さなかったことから、公務員連絡会は、次回の交渉での具体的な回答を強く要請し、７月13日の交渉を締めくくりました。











	 安全と健康を合わせた取り組み 

自治労は、毎年７月を「安全衛生月間」と位置づけ、全国で安全衛生点検活動を進める取り組みを行っています。

厚生労働省では、毎年７月１日からの１週間を「全国安全週間」とし、10月１日からの１週間を「全国労働衛生週間」とした取り組みを行っています。

 自治労の今年の「重点目標」

自治労は、今年の安全衛生月間におけるすべての単組の重点目標を次のとおりとしました。
	
	
	 津別町は年間計画を確認済み 

津別町役場には一事業所で50人以上の規模のところがありませんから、ご承知のとおり役場全体で一つの安全衛生委員会を設置しています。

春闘期の交渉では「年間、最低でも四半期に一度は開催する」ことを労使で確認しています。

既に今年度の第１回安全衛生委員会が５月18日に開かれ、年間計画で委員会の開催が確認されています。自治労方針と「一人一要求」の取り組みから執行委員会、現業評議会で議論し今後の委員会に意見反映します。























































































































































　この度、標記コンクールで見事に努力賞を受賞した『自治労TSUBETSU』に対して、表彰状と記念品が届きました！！


　記念品は、なんと「ビール券」（350缶２本券１０枚）これをなんと！！


いつも ろうきん をご利用頂いている組合員の皆様に、還元させていただきます！！


どのような形になるかは現在、検討中ではありますが、楽しみに待っていてください！！


　今回の審査員講評では、「ろうきん担当者の訪問日を掲載し、身近に感じさせる作品」とのことでした！！これからも生活の一部に関する情報等も取り入れながら、みなさんの身近に感じる教宣紙作りを目指していきたいと思いますので、これからもよろしくお願いします！


（教育宣伝部長　谷口）








・第２回安全衛生委員会　　８月


・第３回安全衛生委員会　１１月


・第４回安全衛生委員会　　２月





①安全衛生委員会が未設置の事業場は安全衛生委員会を設置する。


②安全衛生委員会の年間計画を作成する。


③全職場の点検・巡回を定期的に実施する。
































津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


